
講演会「パプアニューギニアの森の破壊と村人の生活の今〜森は生命の源〜」報告 

 
 7月 7日（金）18:30-20:30、大阪の聖パウロ教会で、「パプアニューギニアとソロモン諸島の森を守る会」
と「ウータン・森と生活を考える会」の共催で、ポール・パボロさん特別講演「パプアニューギニアの森の

破壊と村人の生活の今〜森は生命の源〜」を開催し、24人の参加者と熱く語り合いました。 
 
最初に清水靖子さん「パプアニューギニアとソロモン諸島の森を守る会」（略して「パプアの森を守る会」）

よりスライドを使っての説明があった。 

 太平洋諸島とのかかわりは、清水がミクロネシアに住んでいた 1980 年代、日本の原発からの放射性廃棄
物を、ミクロネシアの海に捨てさせないという島々の住民と共なる活動から開始されました。その後、1994
年に「パプアニューギニアとソロモン諸島の森を守る会」を有志と共に立ち上げました。きっかけとなった

のは、パプアニューギニアへの ODA 調査でした。私たちの税金が道路や橋やユーカリ植林といった日系 3
大伐採企業の環境破壊に使われていることを知ったからです。1970 年から日商岩井や住友林業による伐採
と丸太輸出がニューブリテン島で行われていました。 
 そのニューブリテン島から、今日はポール・パボロさん（46歳で 7人の子どものお父さん）が来てくださ
いました。2 か月前に双子の赤ちゃんが生まれたばかりで、来日に迷いがありましたが、日本の私たちに問
題を訴えるために来日を決意なさいました。 
ニューブリテン島南岸の中央部に位置するポールさんたちの森は、「母なる宇宙の最後の原生林の水の秘

境」でした。森の奥地には、宇宙人にも見える珍しいコウモリが新たに発見されたり、世界最大級の洞窟、

海岸に迸りでる滝や巨大な泉、満天の星空のもとの海のなかの光る魚群、そこに暮らす子どもたちの笑顔…

（スライドで紹介） 
 この地域は、「パプアの森を守る会」をはじめ多様なネットワークの力で伐採から守られてきました。し

かし 2004年から政府と企業と仲介人は、“極秘のうちに”原生林の土地を伐採企業にリースさせる準備を進
めていたのです。幼い子どもや死んだ人の名前を記した偽りと不正の土地台帳を基に、SABL（スペシャル・
アグリカルチュラル・ビジネス・リース）という 99 年リース政策で、ポール・パボロさんたちの土地４万
ヘクタールは伐採権が発行され、森は強奪されてしまいます。企業は最大の熱帯材伐採企業リンブナン・ヒ

ジャウ社です。2010年に伐採は開始されました。 
村人は抵抗し、その抵抗の中心であったのはポールさんのムー村でした。企業は私兵のような警察を使っ

て、抵抗する村々の子どもや老人にまでも暴力を奮い

ました。 
 2014 年にポールさんたちの起こした裁判がいった
ん勝利を得て、伐採操業の一部差し止めがなされまし

た。村人にとって、目の前から丸太が輸出されない日

がどれほど嬉しかったでしょうか。しかし、リンブナ

ンヒジャウ社は、命令を無視して、別の裁判を起こし

て、伐採を強行したのです。 
 一方、日商岩井は伐採に加え、村と地下水へのヒ素

汚染を継続してきました。その実態を「パプアの森を

守る会」が暴露しました。日商岩井は、汚染除去もし

ないまま逃げるように去っていきました。しかし現地

からの丸太購入は秘かに継続し、ごく最近も双日（元日商岩井）や住友林業によるポール・パボロさんの地

域からの丸太輸出が明るみにでました。 
晃和木材（住友林業の子会社）は原生林を切りつづけ、ユーカリを植えて日本などに輸出を行っています。 

 パプアニューギニア各地から湧き上がった SABL問題廃止要求の動きのなかで、昨年は現地 NGOが協力
して署名を集め政府に提出した活動がありますが、その署名提出の中心にもポールさんがいました。 
ポール・パボロさんたちの激しい抵抗にあって、2016 年にギルフォード社は、伐採機材を引き上げたの



ですが、さらなる機会を狙っているので今が重要なときです。継続しての裁判には、優秀な弁護士がついて

くれいます。 
 
私たちの生き方が、ほんものであれば、不正で巨大な力は、いつか脆くも崩れるでしょう。私たちは、小

さくて力がないように見えるけれども希望を持って諦めずに力を合わせるときにきっと勝利を得られるこ

とを確信しています。 
ポール・パボロさんのお話し 

 ありがとうございます。ここにお集まりくださり、

準備してくださり、支援してくださった方々に感謝申

し上げます。支援がなければここに来ることはできま

せんでした。今、私たちの土地で何が起こっているか

を分かち合い、他の方に伝えて欲しいと思います。私

たちの土地は目の前で、盗まれ、レイプされました。

私たちメンゲン語族にとって、土地は、森は、私たち

に安らぎやアイデンティティを与えてくれるもので

す。でもその豊かさと精神の糧、ふるさとの森が目の

前で破壊されたのです。 
 森は、私たちの伝統と儀式、薬、家を建てる材、タ

ンパク源の糧でもありました。森の木で弓矢を作り、

タロイモを育てる棒をつくり、魚や鳥などの狩猟の道具をつくりました。 
行事、歴史、伝統、昔話の中にいつも森がありました。私たちは経験の積み重ねの中で、森と密着した暮

らしをしてきました。 
 長老から聞く森の話には、いつもワクワクさせられました。何にも縛られない自由が森にはありました。

私が子供の頃、双子の兄と野鳥を追いかけた記憶があります。綺麗で透明な川の中で泳いだ思い出。小さな

魚とゲームをしているような感覚でした。鳥のさえずりを聞きながら森を歩きました。森の畑から一緒に持

ち帰った作物を皆に分かち合うのは当然のことでした。森の全てが私たちの学びの対象でした。 
 でもそれらの美しい経験は全て失われました… 
 私たちの森からの丸太が中国などに行くにしても、そこからの製品が日本で使われていることを知ってい

ます。合板、家具などです。また伐採企業が作った儲けの金が、さらに森の伐採に使われています。 
世界に名だたる熱帯林の宝庫であるパプアニューニギアの森は、1950 年から伐採されてきました。アジ

アや太平洋から熱帯材丸太を輸入する日本は、世界最大の合板の消費国。今、最大の輸出先は中国ですが、

そこからの合板を日本が輸入しています。日本の合板消費は減ってはいません。 
 日本の建築様式では、家を 30 年で建て直すと聞きます。その後、また合板が使われ、さらに森が破壊さ
れるでしょう。 
私たちの森の直接の破壊者は、リンブナンヒジャウ社と子会社のギルフォード社です。同社は私たちの森

から 126万㎥の丸太を切り出して、542回船で運びました。一本の木を 3㎥と換算すると、私たちの森から
40万本の木が輸出されたことになります。1億ドル以上の価値があるような、森の中で、私たちは今、泣い
て暮らしています。 
パプア全体の輸出量は、2014年は 380万、2015年は㎥ 381万㎥、2016年は 360万㎥。そのほとんどが、

リンブナンヒジャウ社による伐採です。 
またあまり知られていないのは、価格移転操作というシステムです。港での送り状の記録は、低く見積も

られ記載されています。数、値段、質といった点で、低く記載された内容のインボイスは、伐採企業や貿易

会社の香港やシンガポールの支社で、秘密のうちに上積みされて書き換えられ、利益が蓄積されます。そう

して蓄積された秘密の利益の一部は、パプアニューギニア政府などへの買収に使われるのです。 
 伐採企業への抵抗をつづける私たちに、企業が雇った私兵のような警察による脅し、子供や老人への暴力

沙汰は酷いものでした。木の枝で叩きのめす、寒い夜にほったらかしにする。後ろ手に縛り、走らせる。こ



のような状況で私たちに、心と体に癒しがたい傷が残りました。美しい自然と未来が破壊されることを黙っ

て見ることができない私たちは、森と大地を守るために非暴力で戦ってきたのです。 
 私たちは西欧の社会のような金で買える物は持っておらず、新幹線もジェット機も持っていませんが、私

たちは世界で最も美しい森と自然を持っていました。しかし、それが 2011年から 2017年の間に失われてし
まいました。私たちは、これを黙って見過ごすことはできません。 
土地台帳なるものが、私たちを裏切った誰かによって、村人の知らないうちに秘密裏に作られていました。

土地台帳には他の地域の人々の名前や、幼い子や赤ちゃんのサインまでありました。最初から知っていたら

反対したのですが…。私たちには何一つ知らされていなかったのです。 
 今後の希望としては経験豊かでこれまで勝ってきた弁護士がついていてくれて、とても心強く思っていま

す。私がリーダーとしてこれからも村人を引っ張って行きます。私たちを支援してくださり感謝しています。

みなさんのご協力があれば、私たちの言葉を多くの人に伝え、政策を変え、私たちの力で小さな発展を起こ

し、自然、環境、文化を保ったまま、持続可能な資源とともに森を保ちながら、暮らしを発展して行くこと

ができるのです。 
 どうぞ私たちの裁判が勝ち、土地を取り戻し、守ることができるように助けてください。伐採企業をスト

ップすることに協力をしてください。私の話を最後まで聞いてくださり、ありがとうございます。神様が皆

さまを祝福してくださいますように。 
 
質疑応答 

Q 伐採会社は、地元の人に雇用を生み出していますか？ 
A 直接村から雇用せず、機械を操作できる人をよその国から連れてきます。住民が雇われることは稀。た

だ、仮に雇われたとしてもそれでいいわけではなく、最も大切なことは、土地を奪われないことです。土地

を奪われた人が、奪われた土地で働くことなんかできません。 
 
Q 住民間の対立はないのでしょうか？ 
A 最初の頃、そういったことが起こりましたが、奪われた土地で働くなど、もってのほかであるというこ

とで、今は一致して反対しています。 
 
Q 皆伐された土地の登記権、補償は支払われましたか？ 
A SMBLの政策下では、各地で企業と政府と仲介人が一緒になって土地台帳を作り、７〜８年かけて進め
ることをやっています。慣習地土地所有制度の元では、土地を売れませんが、リースという形をとって伐採

を可能にしているのです。（ポールさんの地域では母系の慣習的土地所有制度で、女性が生き生きしていて

戦いの中心となっている） 
 
Q ９９年リースは非常に長いと思いますが？   
A リースは自動的に９９年になり、企業は飛びつくのです。 
 
Q 政府の役所や役場は村の近くにあるのでしょうか？ 
A 村の近くにはなく、地方都市の役人はほとんどが腐敗していて、私たちへの協力体制はない状態です。 
 
Q 役人は中央からやってくるのか、地元の人なのでしょうか？ 
A ほとんどがよそからであり、特に森林省関係は中央から来ています。 
 
Q 伐採後にはアブラヤシ・プランテーションになるのでしょうか？  
A 伐採後に同じ会社がやります。リンブナンヒジャウ社は、SMBLを使って伐採、その後アブラヤシ・プ
ランテーションに変えるやり方を、マレーシア・サラワクとインドネシアと同じく、パプアニューギニアで

もやっています。一見企業の名前が違っていても、裏ではリンブナンヒジャウの息がかかっているのです。 



Q 裁判闘争に勝ったら、皆伐されてにアブラヤシ農園になった場所をどうするか？ 
A 裁判前からエコプロジェクトを始めていて、裁判に勝てば、元の在来種の森に戻します。 
 

 
「パプアニューギニアとソロモン諸島の森を守る会」のホームページの冒頭に 
この You TubeのURLがあります。そこから日本語版を見ることができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポール・パボロさんの記事が 7月 8日の朝日新聞に掲載されました。 


